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１
月
12
日
、
レ
・

コ
ー
ド
館
シ
ア
タ
ー

で
新
冠
町
教
育
賞
・

教
育
奨
励
賞
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
教
育
賞

は
３
名
、
教
育
奨
励

賞
は
８
名
、
３
団
体

の
方
々
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
小
林
教

育
委
員
長
の
式
辞
の

後
、
受
賞
者
一
人
一

人
に
表
彰
盾
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
受
賞
者
を

代
表
し
、
楫
川
徳
都

さ
ん
か
ら
あ
い
さ
つ

が
あ
り
「
こ
の
よ
う

な
賞
を
受
賞
で
き
た

の
も
、
こ
れ
ま
で
指

導
し
て
く
れ
た
先
生

方
や
、
家
族
地
域
の

方
々
の
お
か
げ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
今
ま
で

以
上
に
練
習
に
励
み

ま
す
。」
と
関
係
者
へ

の
感
謝
の
言
葉
と
、

抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

新
冠
町
教
育
賞

　
教
育
賞

　

高
野　

均
さ
ん
（
字
北
星
町
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
空
手
道
ス

　
　

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と
し
て
、

　
　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
青
少
年
の
健
全

　
　

育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
賞

　

楫
川　

徳
都
さ
ん
（
字
西
泊
津
）

　
　

第
60
回
北
海
道
体
育
大
会
兼
第
68
回

　
　

国
民
体
育
大
会
馬
術
競
技
北
海
道
ブ

　
　

ロ
ッ
ク
大
会　

馬
場
馬
術
競
技
少
年

　
　

Ａ
２
課
目
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１　

優
勝

　

山
畠　

龍
一
郎
さ
ん
（
字
北
星
町
）

　
　

第
60
回
北
海
道
体
育
大
会
兼
第
68
回

　
　

国
民
体
育
大
会
馬
術
競
技
北
海
道
ブ

　
　

ロ
ッ
ク
大
会　

馬
場
馬
術
競
技
少
年

　
　

Ａ
２
課
目
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２　

優
勝

新
冠
町
教
育
奨
励
賞

　
芸
術
文
化
奨
励
賞

　

田
原
口　

咲
弥
さ
ん
（
字
北
星
町
）

　
　

第
47
回
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

　
　

作
文
」　

北
海
道
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

　
　

会
会
長
賞
受
賞

　

小
島　

夕
凪
さ
ん
（
字
中
央
町
）

　
　

第
47
回
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

　
　

作
文
」　

浦
河
税
務
署
長
賞
受
賞

　

湊　

健
太
さ
ん
（
字
中
央
町
）

　
　

第
30
回
日
高
管
内
英
語
暗
唱
大
会

　
　

優
秀
賞

農
水
新
冠
賞
受
賞
者

年
長
児
の
部

　

最
優
秀
賞　

木
村　

翠　

さ
ん
（
ド
・
レ
・
ミ
）

　

優
秀
賞　
　

志
賀　

玲
音
さ
ん
（
ド
・
レ
・
ミ
）

　
　
　
　
　
　

中
山　

誠
庸
さ
ん
（
ド
・
レ
・
ミ
）

低
学
年
の
部

　

最
優
秀
賞　

小
野
寺
真
保
さ
ん
（
朝
日
小
１
年
）

　

優
秀
賞　
　

田
川
き
ろ
る
さ
ん
（
朝
日
小
１
年
）

　
　
　
　
　
　

浮
田　

紗　

さ
ん
（
新
冠
小
１
年
）

中
学
年
の
部

　

最
優
秀
賞　

位
古　

翔
馬
さ
ん
（
新
冠
小
３
年
）

　

優
秀
賞　
　

人
里　

あ
こ
さ
ん
（
新
冠
小
３
年
）

　
　
　
　
　
　

濱
口　

闘
我
さ
ん
（
朝
日
小
３
年
）

高
学
年
の
部

　

最
優
秀
賞　

早
川　

佳
祐
さ
ん
（
朝
日
小
５
年
）

　

優
秀
賞　
　

小
濱　

知
佐
さ
ん
（
朝
日
小
５
年
）

　
　
　
　
　
　

長
濱　

文
輝
さ
ん
（
新
冠
小
５
年
）

農
水
新
冠
賞
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞
に
つ
い
て

　
農
水
新
冠
賞
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
新
冠

町
教
育
委
員
会
が
、
認
定
こ
ど
も
園
園
児
と

小
学
生
を
対
象
に
、
新
冠
町
の
主
産
業
で
あ

る
第
一
次
産
業
全
般
に
わ
た
る
絵
画
の
募
集

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
か

ら
39
点
、
新
冠
小
学
校
か
ら
１
２
７
点
、
朝

日
小
学
校
か
ら
38
点
の
合
計
２
０
４
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

作
品
を
見
る
と
、
こ
ど
も
園
や
小
学
校
の

事
業
で
取
り
組
ん
だ
絵
画
の
応
募
も
あ
り
、

ど
の
作
品
も
描
く
題
材
を
画
用
紙
い
っ
ぱ
い

に
堂
々
と
描
か
れ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か

り
で
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

上
垣　

雄
飛
さ
ん
（
字
泉
）

　

平
成
25
年
度
日
高
中
部
剣
道
大
会
小
学
生
個
人

　

の
部　

優
勝

木
村　

穂
乃
香
さ
ん
（
字
北
星
町
）

　

平
成
25
年
度
日
高
地
区
中
学
校
体
育
大
会
陸
上

　

競
技
大
会
女
子
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

第
１
位

田
中　

耕
太
さ
ん
（
字
中
央
町
）

　

平
成
25
年
度
全
日
高
卓
球
選
手
権
大
会
男
子
シ

　

ン
グ
ル
ス　

優
勝

五
丸　

雄
仁
さ
ん
（
字
大
富
）

山
畠　

龍
一
郎
さ
ん
（
字
北
星
町
）

　

平
成
25
年
度
全
日
高
卓
球
選
手
権
大
会
カ
デ
ッ

　

ト
の
部
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

新
冠
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
52
回
全
日
高
少
年
少
女
柔
道
大
会
団
体
小
学

　

生
高
学
年
の
部　

優
勝

新
冠
中
学
校
女
子
陸
上
部

　

平
成
25
年
度
日
高

地
区
中
学
校
体
育
大

会
陸
上
競
技
大
会
女

子
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー　

優
勝

新
冠
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
部

　

第
５
回
北
海
道

　

ユ
ー
ス
（
Ｕ-

14
）

　

８
人
制
サ
ッ
カ
ー

　

大
会
苫
小
牧
地
区

　

大
会　

優
勝

（
写
真
下
は
新
冠
中

　
サ
ッ
カ
ー
部
員
）

　
森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞
は
、
北
海
道
賛

歌
の
作
詞
な
ど
女
性
詩
人
と
し
て
活
躍
し

た
、
故
森
み
つ
さ
ん
の
業
績
を
讃
え
、
町
の

少
年
少
女
に
対
し
、
広
く
文
芸
振
興
を
図
ろ

う
と
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
冠
小
学
校
か
ら
は
詩
が
26
点
、

作
文
が
47
点
、
朝
日
小
学
校
か
ら
は
詩
が
17

点
、
作
文
が
30
点
、
新
冠
中
学
校
か
ら
は
作

文
が
19
点
の
合
計
１
３
９
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

作
品
に
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
の
発
見

や
、
家
族
の
温
も
り
や
大
切
さ
、
学
校
生
活

の
様
子
や
仲
間
と
の
友
情
な
ど
が
表
現
豊
か

に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞
受
賞
者

低
学
年
の
部

　

森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞

　

詩　
　

佐
藤　

秀
斗
さ
ん
（
新
冠
小
１
年
）

　

作
文　

遠
藤　

雅
治
さ
ん
（
朝
日
小
３
年
）

　

審
査
員
特
別
賞

　

作
文　

佐
藤　

小
雪
さ
ん
（
朝
日
小
１
年
）

高
学
年
の
部

　

森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞

　

詩　
　

飯
田
ひ
ま
わ
り
さ
ん
（
新
冠
小
５
年
）

　

作
文　

山
本　

鈴
菜
さ
ん
（
新
冠
小
４
年
）

中
学
生
の
部

　

森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞

　

作
文　

尾
形　

優
衣
さ
ん
（
新
冠
中
１
年
）

　

審
査
員
特
別
賞

　

作
文　

伊
藤　

沙
那
さ
ん
（
新
冠
中
３
年
）

平
成
25
年
度

新
冠
町
教
育
賞
・
教
育
奨
励
賞
表
彰
式

第
７
回
農
水
新
冠
賞　

第
31
回
森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞
表
彰
式
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新冠町農協からの要請と対応について
平成25年第４回定例会で議決された「北海道農業振興対策資金融通に対する損失補償

（限度額 3億 1017 万 3 千円、期間 15 年間）」について、内容をお知らせします。

　

１
月
12
日
、
レ
・
コ
ー

ド
館
町
民
ホ
ー
ル
で
、
平

成
26
年
新
冠
町
成
人
式
が

行
わ
れ
、
晴
れ
着
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
36
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
林
教
育

委
員
長
の
式
辞
、
小
竹
町

長
の
祝
辞
に
続
き
、
新
成

人
を
代
表
し
て
栗
林
翔
太

さ
ん
と
田
村
有
梨
さ
ん
が

町
民
憲
章
の
朗
唱
と
成
人

の
誓
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、「
成
人

の
集
い
」
が
開
か
れ
、
新

冠
町
青
年
団
体
協
議
会
の

会
員
が
準
備
し
た
料
理
が

振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
新

成
人
が
新
冠
中
学
校
時
代

に
ク
ラ
ス
担
任
を
し
て
い

た
秋
葉
大
輔
先
生
と
鎌
田

久
美
子
先
生
が
駆
け
付
け
、

新
成
人
に
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
各
地
で
撮

影
が
行
わ
れ
て
い
る
「
恋

す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ー
ン

ク
ッ
キ
ー
新
冠
編
」
の
撮

影
や
、
新
成
人
が
司
会
を

務
め
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大

会
な
ど
も
行
わ
れ
る
な
ど
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
和
や
か
な

集
い
と
な
り
ま
し
た
。

平成26年 新冠町成人式

○
農
協
か
ら
の
要
請
と
対
応
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
10
月
、
新
冠
町
農
協
か
ら
町
に
損
失
補

償
契
約
の
締
結
を
求
め
る
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
は
、「
農
協
が
農
業
者
に
貸
し
付
け
て

い
る
営
農
資
金
の
担
保
資
産
に
つ
い
て
、
実
態
に
見

合
う
評
価
と
な
る
よ
う
上
部
団
体
か
ら
の
指
導
を
受

け
、
査
定
方
法
を
変
更
し
試
算
を
し
た
と
こ
ろ
、
多

額
の
担
保
不
足
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ

の
事
態
を
回
避
す
る
た
め
の
資
金
制
度
の
活
用
を
検

討
し
た
結
果
、
そ
の
信
用
補
完
に
町
の
損
失
補
償
を

お
願
い
し
た
い
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

一
般
的
に
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
る
と

き
は
、
第
三
者
の
保
証
や
土
地
な
ど
の
担
保
資
産
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
仮
に
、
査
定
方
法
変
更
に
よ

る
担
保
不
足
見
込
額
を
全
て
農
協
の
自
己
資
本
で
穴

埋
め
す
る
と
、
金
融
機
関
の
健
全
性
を
計
る
「
自
己

資
本
比
率
」
が
大
き
く
低
下
し
、
農
協
取
引
の
あ
る

農
業
者
全
て
に
対
す
る
資
金
供
給
を
一
時
停
止
し
、

再
開
も
不
透
明
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

農
業
の
生
産
活
動
が
著
し
く
低
下
す
る
こ
と
は
、

農
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
町
全
体
の
経
済
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
大
き
く
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
、
こ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
町
は
、
町
議

会
を
は
じ
め
北
海
道
や
農
業
団
体
な
ど
と
の
協
議
を

進
め
、
平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、「
北

海
道
農
業
振
興
対
策
資
金
融
通
に
対
す
る
損
失
補

償
」
に
つ
い
て
提
案
し
、
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
　
北
海
道
農
業
振
興
対
策
資
金
と
は

Ａ　

農
業
者
の
経
営
改
善
対
策
（
償
還
負
担
の
軽
減

に
よ
る
改
善
）
と
し
て
、
担
保
資
産
の
ほ
か
、
市
町

村
の
損
失
補
償
な
ど
に
よ
る
信
用
補
完
に
よ
っ
て
、

借
入
金
を
低
利
か
つ
長
期
の
資
金
に
借
換
え
す
る
こ

と
が
で
き
る
北
海
道
版
の
資
金
制
度
と
し
て
新
た
に

創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　Ｑ
　
資
金
制
度
の
利
用
に
つ
い
て

Ａ　

担
保
資
産
の
評
価
方
法
変
更
に
伴
い
、
担
保
不

足
を
生
じ
た
農
業
者
の
借
入
金
（
制
度
資
金
は
除
か

れ
ま
す
）
を
対
象
と
し
た
制
度
で
す
。

　

制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
経
営
改
善
計
画
を
策
定

し
、
新
冠
町
、
道
農
協
中
央
会
、
道
信
連
で
構
成
し
、

日
高
振
興
局
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
加
え
た
審
査
会
の

承
認
、
北
海
道
農
業
信
用
基
金
協
会
の
承
諾
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
北
海
道
農
業
信
用
基
金
協
会
と
は

Ａ　

農
業
信
用
保
証
保
険
法
に
基
づ
く
法
人
で
、
北

海
道
や
市
町
村
、
農
協
な
ど
の
出
資
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
公
的
な
保
証
機
関
で
、
債
務
保
証
業
務
を
本
業

と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
な
ぜ
新
冠
町
が
損
失
補
償
を
行
う
の
か

Ａ　

新
冠
町
は
古
く
か
ら
、
軽
種
馬
生
産
を
中
心
に

農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
し
、
農
業
振
興
を
町

づ
く
り
の
基
本
政
策
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
資
金
の
目
的
は
、
前
述
し
た
懸
念
事
項
を
未

然
に
防
ぎ
、
円
滑
な
資
金
供
給
に
よ
る
農
業
者
の
経

営
改
善
、
安
定
化
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
り
、
地
域

農
業
の
安
定
的
な
発
展
と
、
農
業
を
基
盤
と
し
た
地

域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
必
要
な
政
策
と
判

断
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
町
の
損
失
補
償
が
行
わ
れ
る
場
合
と
は

Ａ　

損
失
補
償
は
借
入
金
に
対
す
る
信
用
補
完
で
あ

り
、
す
ぐ
に
現
金
が
支
出
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

資
金
制
度
を
利
用
し
た
農
業
者
が
、
将
来
、
離
農

し
融
資
の
返
済
が
不
能
と
な
り
、
農
協
が
損
失
を

被
っ
た
と
き
に
、
農
業
者
に
代
わ
り
北
海
道
農
業
信

用
基
金
協
会
が
農
協
の
債
務
を
保
証
し
、
基
金
協
会

の
損
失
を
町
が
補
償
す
る
も
の
で
す
。

※
農
業
者
の
返
済
遅
延
に
よ
り
直
ち
に
損
失
補
償
義

務
が
発
生
す
る
の
で
は
な
く
、
離
農
し
た
農
業
者
の

資
産
な
ど
を
全
て
処
分
し
、
そ
れ
で
も
な
お
損
失
が

生
じ
た
場
合
に
損
失
補
償
義
務
が
発
生
し
ま
す
。

北海道
農業信用
基金協会

農業者

農協審査会

新冠町

債務保証
経営改善計画
の審査・承認

資金借換
・返済

損失補償経営改善
計画提出

北海道農業振興対策資金融通事業イメージ
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１
月
11
・
12
日
の
２
日
間
、

沖
縄
県
金
武
町
中
川
区
こ
ど
も

会
の
小
学
６
年
か
ら
中
学
２
年

ま
で
の
子
ど
も
25
名
と
関
係
者

が
新
冠
町
を
訪
問
し
、
町
内
を

観
光
し
た
り
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
に
開
か
れ
た
交
流
会

で
は
、
町
郷
土
芸
能
と
し
て
少

年
判
官
太
鼓
が
演
奏
し
、
ま
た
、

中
川
区
こ
ど
も
会
も
エ
イ
サ
ー

の
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

12
月
26
・
27
日
の
２
日
間
、

新
冠
小
学
校
で
冬
休
み
期
間
中

に
学
校
で
自
主
学
習
に
取
り
組

む
「
べ
ん
き
ょ
う
の
広
場
」
が

開
か
れ
、
両
日
と
も
約
１
０
０

名
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

べ
ん
き
ょ
う
の
広
場
は
、
学

習
習
慣
の
定
着
と
学
力
向
上
を

目
指
し
、
今
年
初
め
て
開
か
れ

た
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、

真
剣
な
眼
差
し
で
問
題
集
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

町
長
と
町
民
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
話
し
合
い
を
す
る
場
「
ま
ち
か

ど
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
、
町
内
各

地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
か
ら
始
ま
っ
た
事

業
で
、
今
年
度
は
計
７
団
体
と

懇
談
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

対
象
団
体
は
自
治
会
、
文
化

協
会
や
体
育
協
会
加
盟
団
体
の

ほ
か
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

町
内
の
団
体
で
、
通
年
で
開
催

希
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

１
月
23
日
、
朝
日
開
拓
婦
人

ホ
ー
ム
横
の
雪
原
で
、
朝
日
小

学
校
１
年
の
児
童
と
認
定
こ
ど

も
園
ド
・
レ
・
ミ
年
長
組
の
園

児
が
、
合
同
の
そ
り
遊
び
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
教
育
委
員
会
が
進

め
る
幼
小
連
携
事
業
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
子
ど

も
た
ち
は
、
雪
に
覆
わ
れ
た
坂

を
元
気
に
滑
り
回
り
、
互
い
に

交
流
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
７
日
、
氷
川
神
社
で
新

冠
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会
（
本

間
國
男
会
長
）
主
催
の
交
通
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
昨
年
12
月
に
交

通
事
故
が
相
次
ぎ
、
死
亡
事
故

も
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
関
係

者
は
交
通
事
故
撲
滅
に
向
け
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
北
星
自
治
会

の
獅
子
舞
も
奉
納
さ
れ
、
１
年

間
の
無
事
故
を
祈
り
ま
し
た
。

　

12
月
25
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
町

民
ホ
ー
ル
で
、
新
冠
温
泉
ホ
テ

ル
ヒ
ル
ズ
主
催
に
よ
る
「
ク
リ

ス
マ
ス
バ
イ
キ
ン
グ
」
が
初
め

て
開
か
れ
、
１
３
０
名
の
来
場

が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
静
内
高
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
を
楽
し
ん
だ

後
、
豪
華
な
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ

ナ
ー
と
温
泉
宿
泊
券
な
ど
が
あ

た
る
抽
選
会
な
ど
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
、
第
26
回
昭
和
新
山
国

際
雪
合
戦
大
会
の
日
高
地
区
予
選

大
会
が
開
か
れ
、
18
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

約
８
時
間
に
わ
た
り
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
優
勝
を
勝
ち
取
っ

た
の
は
、
一
般
の
部
が
新
冠
中
野

球
部
３
年
の
「
冠
中
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ

Ａ
Ｌ
Ｌ
」、
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
は

静
内
高
校
３
年
の
「
Ｊ
ｅ
ｒ
ｏ
ｎ

ｉ
ｍ
ｏ
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

恋
チ
ュ
ン
・
に
い
か
っ
ぷ
バ
ー
ジ
ョ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
飯
田
浩
司
代
表
）

は
、
恋
チ
ュ
ン
新
冠
編
の
作
成
の
た
め
、

連
日
町
内
各
地
で
撮
影
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
「
恋
す
る
フ
ォ
ー

チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
」
と
い
う
曲
の
振
り
付

け
を
複
数
の
団
体
が
踊
り
、
そ
れ
を
一
つ

の
映
像
作
品
と
し
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
も

の
で
、
新
冠
編
は
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
今
年
１
月
か
ら
撮
影
を
始
め
ま
し
た
。

　

出
演
す
る
町
内
団
体
は
、
既
に
40
団
体

を
超
え
て
お
り
、
多
く
の
町
民
が
登
場
す

る
作
品
と
な

り
ま
す
。

　

３
月
末
の

完
成
を
予
定

し

て

お

り
、

に
い
か
っ
ぷ

観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
閲
覧

で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

１
月
19
日
、
大
狩
部
の
新
冠
町
家
畜
共

進
会
場
横
に
、
新
し
く
大
狩
部
生
活
セ
ン

タ
ー
が
建
設
さ
れ
、
落
成
記
念
祝
賀
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
木
造
平
屋
建
て
で
、

床
面
積
が
２
５
４
㎡
。
昨
年
の
夏
か
ら
工

事
が
行
わ
れ
11
月
29
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

施
設
は
、
大
狩
部
地
区
の
活
動
に
使
わ

れ
る
ほ
か
、
災
害
発
生
時
の
町
の
避
難
施

設
と
し
も
利
用
さ
れ
、
無
線
設
備
や
発
電

機
、
非
常
用
食
糧
な
ど
も
備
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

落
成
式
に

は
工
事
関
係

者
や
住
民
約

60
名
が
集
ま

り
、
施
設
の

概
要
が
報
告

さ
れ
た
ほ
か
、

ギ
タ
ー
ラ
イ

ブ
な
ど
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

１
月
19
日
、
新
冠
町
郷
土
資
料

館
主
催
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
再
発

見
講
座
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、
新
冠
・
静
内
地

区
に
生
息
す
る
天
然
記
念
物
の

オ
オ
ワ
シ
や
オ
ジ
ロ
ワ
シ
を
観

察
し
、
日
高
の
自
然
環
境
の
現

状
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い
う
も
の

で
、
参
加
し
た
20
名
は
、
双
眼

鏡
を
片
手
に
、
新
冠
川
や
静
内

川
沿
岸
に
生
息
す
る
野
鳥
を
観

察
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
金
武
町
中
川
区
こ
ど
も
会

　
　
　
　
　
　
　
　

新
冠
町
訪
問

新
冠
小
学
校

　

学
習
習
慣
の
定
着
を
目
指
し
て

町
長
と
語
ろ
う
「
ま
ち
か
ど
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
各
地
で
開
催
中

朝
日
小
学
校
・
認
定
こ
ど
も
園

　

　
　

幼
小
連
携
事
業
「
そ
り
遊
び
」

新
冠
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

交
通
安
全
祈
願
祭

新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ
が
企
画

　
　

レ
・
コ
ー
ド
館
で
ク
リ
ス
マ
ス

昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
日
高
地
区
予
選

　

キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
雪
合
戦
の
チ
ー
ム
は
？

恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー

新
冠
編　

出
演
は
40
団
体
以
上

大
狩
部
生
活
セ
ン
タ
ー

　

落
成
記
念
祝
賀
会
開
催

ふ
る
さ
と
再
発
見
講
座

　　

オ
オ
ワ
シ
な
ど
日
高
の
野
鳥
観
察

き　

ん
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な
さ
ん
は
い
つ
も
ど
の
よ
う
な
食
べ

方
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

食
べ
方
に
も
「
太
り
や
す
い
」、「
太
り

に
く
い
」
が
あ
り
ま
す
。
食
事
の
内
容
と

同
じ
よ
う
に
、
食
べ
方
も
大
切
で
す
。
今

回
は
、「
太
り
に
く
い
食
べ
方
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

◆
最
初
の
ひ
と
口
は
野
菜
か
ら
食
べ
る

　

最
初
の
ひ
と
口
は
、
野
菜
サ
ラ
ダ
や
野

菜
炒
め
、
具
だ
く
さ
ん
な
汁
物
な
ど
食
物

繊
維
豊
富
な
野
菜
料
理
が
お
す
す
め
で
す
。

　

野
菜
か
ら
食
べ
始
め
る
こ
と
で
お
な
か

が
落
ち
着
く
た
め
、
早
食
い
や
ほ
か
の
料

理
の
食
べ
す
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
な
が
ら
食
い
を
し
な
い

　

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
新
聞
を
見
な
が

ら
食
事
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

何
か
し
な
が
ら
食
べ
る
と
、
食
べ
て
い

る
実
感
が
減
り
、
食
べ
す
ぎ
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

食
事
に
集
中
し
、
味
わ
っ
て
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
と
満
足
度
が
増
し
ま
す
。

◆
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

　

よ
く
か
む
こ
と
で
、
満
腹
を
感
じ
や
す

く
な
り
、
か
む
こ
と
に
時
間
が
か
か
る
の

で
早
食
い
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
唾
液
が
た
く
さ
ん
出
て
消
化
が

よ
く
な
る
の
で
胃
腸
へ
の
負
担
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
、
栄
養
の
吸
収
が
よ
く
な
り

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
い
つ
も
よ
り
５
回
多
く
か
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。
目
標
は
ひ
と
く
ち
30

回
で
す
！

　

食
べ
方
は
そ
れ
ぞ
れ
習
慣
化
し
て
い
る

も
の
が
多
い
の
で
、
は
じ
め
の
う
ち
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
毎
食
の
食
べ
方
を
意
識
す
る

と
い
う
小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
大
切

で
す
。

　

ぜ
ひ
、「
太
り
に
く
い
食
べ
方
」
を
参
考

に
し
、
習
慣
に
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
健
康
推
進
係

　
　
　
　

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
３

脂
質
異
常
症

　

通
常
、
血
液
中
の
脂
質
は
一
定
の
バ
ラ
ン
ス

に
保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
脂
質
の
と
り
す
ぎ
や

運
動
不
足
な
ど
で
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

病
気
の
こ
と
を
脂
質
異
常
症
と
い
い
ま
す
。

　

発
症
す
る
と
、
血
液
中
に
含
ま
れ
る
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
異
常
に
増
え
過
ぎ
た

り
、
善
玉
と
さ
れ
る
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
低
く
な
り
ま
す
。

　

痛
み
な
ど
が
な
い
た
め
、
放
置
さ
れ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
放
置
す
る
と
血
液
中
に
増
え

す
ぎ
た
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
、
血
管
の

壁
に
入
り
込
み
、
壁
を
厚
く
し
、
動
脈
硬
化
を

促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
動
脈
硬
化
の
促
進
で
、
血
液
の
流
れ

が
悪
く
な
り
血
栓
が
つ
ま
り
や
す
く
な
る
た
め
、

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
命
に
か
か
わ
る
疾
患

を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

脂
質
異
常
症
は
３
タ
イ
プ
が
あ
り
、
主
に
①
高

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症(

基
準
値
１
１
９

㎎
／
dl
以
下)

、
②
低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
血
症(

基
準
値
40
㎎
／
dl
以
上)

、
③
高
ト
リ

グ
リ
セ
ラ
イ
ド(

中
性
脂
肪)

血
症(

基
準
値

１
４
９
㎎
／
dl
以
下)

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
脂
質
異
常
症
を
予
防
改
善
す
る
４
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

血
液
検
査
の
結
果
が
基
準
値
よ
り
高
い
、
ま

た
基
準
値
ギ
リ
ギ
リ
、
と
い
う
方
は
生
活
習
慣

を
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

予
防
改
善
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
血
液
さ
ら
さ
ら
食
品
を
積
極
的
に
摂
取
し
、

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る

②
血
液
ド
ロ
ド
ロ
食
品
を
控
え
め
に
し
、
コ
レ

　
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
上
昇
を
お
さ
え
る

③
食
事
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
お
さ
え
、
中
性
脂
肪

　
の
蓄
積
を
防
ぐ

④
適
度
な
運
動
を
し
て
善
玉
を
増
や
す

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
健
康
推
進
係

　
　
　
　

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
３

み す
ぐ
に
で
き
る
！　
「
太
り
に
く
い
食
べ
方
」

３月

静
内
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
２
５
１

３月 ２月

月
　
日

健

康

カ

レ

ン

ダ

ー

26
日

（水）

７
日

（金）

20
日

（木）

18
日

（火）

14
日

（金）

13
日

（木）

11
日

（火）

７
日

（金）

４
日

（火）

28
日

（金）

25
日

（火）

21
日

（金）

20
日

（木）

19
日

（水）

18
日

（火）

13
時
00
分
～

　
　

16
時
00
分

13
時
30
分
～

　
　

15
時
30
分

受
付

13
時
00
分
～

受
付

９
時
45
分
～

受
付

13
時
00
分
～

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

受
付

13
時
00
分
～

受
付

13
時
00
分
～

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

13
時
30
分
～

　
　

15
時
00
分

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

受
付

13
時
00
分
～

10
時
30
分
～

　
　

12
時
00
分

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

受
付

13
時
00
分
～

受
付

９
時
45
分
～

13
時
15
分
～

　
　

15
時
30
分

受
付

13
時
00
分
～

時
　
間

女
性
の
健
康
相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

１
歳
６
カ
月
・

３
歳
児
健
康
診
査

４
・
７
・
12
ヶ
月
児

健
康
診
査

不
活
化
ポ
リ
オ
予
防
接
種

お
喜
楽
☆

お
た
っ
し
ゃ
塾

フ
ッ
素
塗
布

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

お
喜
楽
☆

お
た
っ
し
ゃ
塾

離
乳
食
教
室

お
喜
楽
☆

お
た
っ
し
ゃ
塾

不
活
化
ポ
リ
オ
予
防
接
種

か
ら
だ
リ
セ
ッ
ト
講
座

お
喜
楽
☆

お
た
っ
し
ゃ
塾

１
歳
６
カ
月
・

３
歳
児
健
康
診
査

４
・
７
・
12
ヶ
月
児

健
康
診
査

母
親
学
級

キ
レ
イ
☆
マ
マ
る
～
む

フ
ッ
素
塗
布

事
　
業
　
名

※
要
予
約

（
３
月
25
日
ま
で
）

※
要
予
約

（
３
月
３
日
ま
で
）

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

レ
・
コ
ー
ド
館

保
健
セ
ン
タ
ー

レ
・
コ
ー
ド
館

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

場
　
所

介護ワンポイントアドバイス

<

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス>

『
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
』

　

介
護
保
険
法
に
よ
る
「
要

介
護
４
か
５
」
と
判
定
さ
れ

た
在
宅
高
齢
者
と
同
居
し
て

介
護
し
て
い
る
家
族
で
、
町

民
税
が
非
課
税
の
世
帯
に
対

し
て
、
紙
お
む
つ
や
尿
取
り

パ
ッ
ト
な
ど
の
介
護
用
品
購

入
費
と
し
て
月
額
６
０
０
０

円
を
支
給
し
ま
す
。

『
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
』

　

介
護
保
険
法
に
よ
る
「
要
介
護
１
か
ら
５
」
と
判

定
さ
れ
た
在
宅
高
齢
者
と
同
居
し
て
介
護
し
て
い

る
家
族
に
対
し
、
介
護

か
ら
の
一
時
的
開
放
に

よ
る
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
（
元
気
回
復
）
を

図
る
経
費
と
し
て
、
要

介
護
者
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
利
用
に
係
る
利
用

者
負
担
費
用
を
、
年
１

回
３
泊
４
日
分
を
上
限

に
助
成
し
ま
す
。

●保健福祉課保健福祉グループ介護支援係

　　　　　　　　　0146・47・2113（直通）

介護のことは、お気軽にご相談ください。

　　　　　　　介護支援係　高橋　昌嗣

142 新
冠
在
住
の
方
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

町
独
自
サ
ー
ビ
ス
の
ご
紹
介

　
　

～

其
の
五

～

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る
食
品
例

 

・
青
背
の
魚
・
大
豆
や
大
豆
製
品

 

・
果
物
・
野
菜
・
海
藻
類
・
穀
物
類

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
上
げ
る
食
品
例

 

・
脂
身
の
多
い
肉
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

 

・
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
・
卵
黄
・
即
席
め
ん

 

・
バ
タ
ー
な
ど
の
乳
脂
肪
分
や
加
工
品

・
炭
水
化
物
を
食
べ
過
ぎ
な
い

・
フ
ラ
イ
な
ど
揚
げ
物
を
食
べ
過
ぎ
な
い

・
牛
肉
や
豚
肉
は
ロ
ー
ス
よ
り
ヒ
レ
に
す
る

・
就
寝
３
時
間
前
に
は
食
事
を
終
わ
ら
せ
る

・「
１
日
一
万
歩
以
上
」
歩
く
よ
う
心
が
け
る

※
な
お
、
運
動
は
無
理
の
な
い
範
囲
で
行
い
、

　
通
院
中
の
方
は
医
師
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

購入費の補助

めざせ！ N（新冠）K（健康）P（プロジェクト）
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札
幌
司
法
書
士
会
日
高
支
部
で

は
、
不
動
産
に
関
す
る
登
記
や
会

社
法
人
に
関
す
る
登
記
の
相
談
、

お
金
の
貸
し
借
り
や
不
動
産
賃
貸

な
ど
に
関
す
る
相
談
、
多
重
債
務

に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
期
日　

２
月
24
日(

月)

○
時
間　

10
～
15
時（
受
付
は
14
時
ま
で
）

○
場
所　

レ
・
コ
ー
ド
館

○
料
金　

無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
司
法
書
士
会
日
高
支
部
事
務
局

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
１
５
４

○
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

・
資
格　

18
～
26
歳

・
受
付　

通
年
受
付

・
試
験　

２
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

３
月
８
日
（
土
）

○
予
備
自
衛
官
補
（
男
女
）

・
資
格　

一
般
公
募　

18
～
33
歳

　
　
　
　

技
能
公
募　

18
～
54
歳

・
受
付　

４
月
２
日
ま
で

・
試
験　

４
月
11
～
15
日
の
内
１
日

●
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
静
内
分
駐
所

☎
０
１
４
６
・
４
４
・
２
８
５
５

　

北
海
道
で
は
、
地
域
の
健
康
づ

く
り
事
業
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
を
保
健

所
に
登
録
す
る
在
宅
栄
養
士
バ
ン

ク
登
録
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
研
修
会
の
開
催
も

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
種
健

康
づ
く
り
事
業
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
け
る
か
た
の
連
絡
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

○
研
修
会

・
期
日　

２
月
19
日
（
水
）

・
時
間　

10
～
12
時

・
場
所　

静
内
保
健
所
２
階
会
議
室

・
内
容　

在
宅
栄
養
士
バ
ン
ク
の

　
　
　
　

説
明
、
在
宅
栄
養
士
に

　
　
　
　

よ
る
事
例
発
表

・
申
込　

事
前
申
込
が
必
要

○
栄
養
士
バ
ン
ク
登
録
資
格

・
静
内
保
健
所
管
内
に
在
住
の
管

　

理
栄
養
士
・
栄
養
士
の
資
格
を

　

有
す
る
者

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

静
内
保
健
所
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
２
５
１

　

林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局
で

は
、
平
成
26
・
27
年
度
の
国
有
林

野
の
管
理
経
営
に
皆
さ
ん
の
声
を

反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

北
海
道
に
居
住
す
る
国
有
林
に

　

関
心
の
あ
る
満
20
歳
以
上
の
方

○
募
集
締
切

　

２
月
28
日
（
金
）
必
着

○
応
募
方
法

　

次
の
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
応
募
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

①
住
所
・
郵
便
番
号　

②
氏
名
・

　

ふ
り
が
な　

③
性
別　

④
年
齢

　

（
平
成
26
年
４
月
１
日
時
点
）

　

⑤
職
業　

⑥
電
話
番
号　

⑦
モ

　

ニ
タ
ー
制
度
を
募
集
を
知
っ

　

た
き
っ
か
け　

⑧
応
募
理
由

　

（
１
０
０
字
程
度
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
森
林
管
理
局
企
画
課
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
担
当

☎
０
１
１
・
６
２
２
・
５
２
２
８

FAX
０
１
１
・
６
２
２
・
５
１
９
４

メールh_kikaku@rinya.maff.go.jp

　

内
閣
府
で
は
、
将
来
を
担
う
国

際
感
覚
豊
な
青
年
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
た
め
、
青
年
国
際
交
流
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
26
年
度
の
「
東
南

ア
ジ
ア
青
年
の
船
」「
国
際
青
年

育
成
交
流
」
な
ど
の
参
加
青
年
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
担
当

☎
０
３
・
３
５
８
１
・
１
１
８
１

ＨＰhttp://www.cao.go.jp/koryu/

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
国
際
課

☎
０
１
１
・
２
０
４
・
５
１
１
４

　

札
幌
司
法
書
士
会
か
ら
の
お
知

ら
せ
で
す
。
平
成
26
年
１
月
か
ら

苫
小
牧
地
区
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

会
場
が
苫
小
牧
市
民
会
館
に
変
更

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
苫
小
牧
地
区
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

・
日
時　

毎
週
水
曜
日　

18
～
20
時

　
　
　
　

毎
週
土
曜
日　

10
～
12
時

・
会
場　

苫
小
牧
市
民
会
館

●
お
問
い
合
わ
せ
先

苫
小
牧
地
区
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
４
・
３
３
・
８
８
８
５

　

２
月
７
日
は
、「
北
方
領
土
の

日
」
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、
１
月

21
日
か
ら
２
月
20
日
は
、「
北
方

領
土
の
日
」
特
別
啓
発
月
間
で
す
。

　

啓
発
期
間
中
は
、
役
場
１
階
ロ

ビ
ー
で
、
北
方
領
土
返
還
要
求
書

署
名
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
返
還
要
求
署
名
コ
ー
ナ
ー

・
場
所　

役
場
１
階
ロ
ビ
ー

・
期
間　

２
月
20
日
（
木
）
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
方
領
土
返
還
要
求
署
名
運
動
推
進
会
議

☎
０
１
１
・
２
０
５
・
６
２
０
０

　

新
冠
町
の
総
合
文
芸
誌
「
文
藝

に
い
か
っ
ぷ
第
31
号
」
が
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
な
お
、

「
文
芸
に
い
か
っ
ぷ
」
は
、レ
・
コ
ー

ド
館
図
書
プ
ラ
ザ
と
豊
巻
商
店
で

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

大
下
謙
二

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
３
０
５
２

　

レ
・
コ
ー
ド
館
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
番
組
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
の

公
開
録
音
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
番
組
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
室
蘭
放

送
局
が
日
本
を
代
表
す
る
民
謡
歌

手
を
招
き
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
全

国
に
民
謡
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　

入
場
を
希
望
す
る
方
は
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
。
な
お
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
し
ま
す
。

・
期
日　

３
月
22
日
（
土
）

・
時
間　

開
演
13
時
30
分

・
場
所　

レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー
ル

・
料
金　

無
料
（
要
入
場
整
理
券
）

・
申
込　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
室
蘭
放
送
局
に
電

　
　
　
　

話
で
申
し
込
む
か
、
レ
・

　
　
　
　

コ
ー
ド
館
に
直
接
来
館

　
　
　
　

し
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
室
蘭
放
送
局

☎
０
１
４
３
・
２
２
・
７
２
７
１

レ
・
コ
ー
ド
館

☎
０
１
４
６
・
４
５
・
７
８
３
３

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

２
月-

17
日
（
月
）・
19
日
（
水
）

　
　
　

24
日
（
月
）・
26
日
（
水
）

３
月-

３
日
（
月
）・
５
日
（
水
）

　
　
　

10
日
（
月
）・
12
日
（
水
）

　
　
　

17
日
（
月
）・
19
日
（
水
）

○
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

在
宅
栄
養
士
バ
ン
ク
登
録
事
業

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

北
方
領
土
の
日

文
藝
に
い
か
っ
ぷ
発
刊

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

青
年
国
際
交
流
事
業
参
加
者
募
集

無
料
登
記
法
律
相
談
会

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
公
開
録
音

　
　
民
謡
を
た
ず
ね
て

札
幌
弁
護
士
会

　ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

O A・文具
リバティーはしもと

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

　ご寄附ありがとう
　　　　ございました。（敬称略）

●ふるさと納税（寄付金）

☆原島　勝子　　　（100,000円）

●特別養護老人ホーム「恵寿荘」に役立ててと

☆長浜　マツ　　　（タオル 1袋）

☆北海道コカ・コーラボトリング㈱日高販売課

　（アクエリアス 1.5 Ｌ× 37 本他、計 85 本）

☆奥田　守　　　　（紙おむつ 3袋）

☆石井　和子　　　（大根 25kg）

☆高月　カヅヱ （あんドーナツ 60 個））

☆高橋　満郎       （大根 92kg）

☆ボランティアグループエルソル　(古布 9箱）

☆ボランティアグループちょぼら

　　　　　　　　　(カット布 3袋、古布 4袋）

●国保診療所に役立ててと

☆浅野　ノブ　　 　（ウエス１箱）

　新冠町社会福祉協議会へ

●福祉事業に役立ててと

☆高瀬　すが子　　  （古布３箱）

☆渡邊　恵美子　　  （古布１箱）

☆木村　千鶴子　　  （古布２箱）

☆高月　タヨ　　　  （10,000円）

☆雄鹿　猛二　　　  （20,000円）

●香典返しに代えて

☆表野　リサ　　　 （50,000円）

☆柏木　裕之　　　 （20,000円）

☆盛川　貞子　　　 （50,000円）

☆外島　雄一　　　 （30,000円）

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

札
幌
司
法
書
士
会
会
場
変
更
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　平成 26 年度新冠町奨学生を

次のとおり募集します。

◎応募資格

・新冠町民またはその子弟。

・対象校は高等学校、高等専門

学校、大学、短期大学、専修学

校、各種学校。

・経済的理由により修学困難な

世帯であること。

・身体が健康であること。

・学業が優秀（平均水準以上）

で性行が善良であること。

・連帯保証人が２名必要。

◎連帯保証人の条件（次の要件

をすべて満たすこと）

・同居の親族及び同居人以外の

稼働者とします。ただし、志願

者が未成年者であるときは、内

１名は保護者とします。

※保護者の方は子弟以外、他の

奨学生の連帯保証人になること

はご遠慮ください。

・奨学生卒業時 65歳未満の者。

・税金などの滞納の無い者。

◎貸付額（無利子）

　高等学校、高等専門学校は月

額３万円（限度額）、大学、短

期大学、専修学校、各種学校は

月額５万円（限度額）

◎返還方法など

　貸付終了月から６ケ月後に教

育委員会の定める方法により、

返還すること。ただし、卒業後

直ちに新冠町内に就職・家業に

従事するなど、町民として、貸

付期間を超えて在住した場合は

奨学金の返還額の２分の１を免

除する。

◎応募期間

　３月１日（土）～ 31日（月）

◎出願方法

　在籍する学校の学校長を経

由して新冠町教育委員会に必

要書類を提出してください。

　詳細は新冠町教育委員会ま

で問い合わせください。

◎継続者について

　手続きなどは、３月上旬頃

に教育委員会から連絡します。

●問い合わせ先

　管理課管理グループ総務係

　　　　　☎ 0146・47・2547

あったか灯油券
申請はお早めに!

　「あったか灯油券」の申請は２月 28

日までです。申請される方は、早めに

手続きをしてください。

　対象は、要件①と②を満たす世帯で、

町内の灯油販売店で使用できる灯油券

１万円分を支給しています。

▼対象要件①（全てに該当する世帯）

・平成 26 年１月１日現在町内に住所が

ある世帯（施設入所者や長期入院者は

対象外）

・平成25年度の町民税が非課税の世帯

・税金の滞納がない世帯

▼対象要件②（①の要件を満たし、か

つ次のいずれか１つに該当する世帯）

・高齢者のみの世帯（世帯全員が平成

26 年３月 31 日までに 65 歳以上となる

世帯）

・「障害者手帳」の交付を受けている方

がいる世帯

・「ひとり親家庭等医療費受給者証」の

交付をうけている世帯

●問い合わせ先

保健福祉課保健福祉グループ福祉係

　　　　　　　　☎ 0146・47・2113

子ども予防接種週間
　３月１日～７日は、子ども予防接種週間です。予

防接種を正しく理解し、接種するようにしましょう。

　子どもは病気にかかりやすく、また、かかると重

症化してしまうことがありますが、ワクチンを接種

することで予防できる病気があります。

　予防接種には、定期接種（受けるよう努力するもの）

と、任意接種（希望により受けるもの）があります。

　種類や対象年齢、接種方法など、予防接種につい

ての詳細は健康推進係までお問い合わせください。

●問い合わせ先　保健福祉課保健福祉グループ健康推進係

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2113

昭和音楽大学＆新冠町

パートナーシップコンサート
　パートナーシップコンサートが２月 23日、レ・コー

ド館で開かれます。今年は、昭和音楽大学から選りす

ぐりの金管五重奏団が出演します。詳細は、生涯学習

情報誌まなぼーど２月号をご覧ください。

・期　日　２月 23日（日）14時開演

・場　所　レ・コード館町民ホール

・入場料　一般500円、高校生 200円、中学生以下無料

●問い合わせ先　社会教育課生涯学習グループ生涯学習係

　　　　　　　　　　　　　　☎ 0146・45・7833

　　　
　

　「一日前プロジェクト」とは、地震や水害・雪害などの自然災害で被災した方々や災害対応の経験をもつ方か

ら、色々なお話を聞かせていただき、小さなエピソード（物語）として取りまとめる活動です。

　こうしたエピソードをとりまとめることで、災害をイメージし、自分のこととして感じてもらうことにより、

明日起きるかもしれない災害に、今日（一日前）から備えていただくことを目的としています。

　　　　　　　　　　　　　●問い合わせ先　総務企画課まちづくりグループ防災係 ☎ 0146・47・2498

　前の日の夜が仕事で遅くて、その時間までまだ寝て

いたんです。最初軽く揺れ出して、「あ、また地震だな。

まあ、いつものことだから」と思って、そんなに慌て

もしなかったんですけど、すぐにクレーン車か何かが

突っ込んで来たんじゃないかと思うほどの揺れになり

ました。

　それからあわてて、パジャマのまま、2階の部屋の

窓から 1 階の屋根の上に飛び出たんです。「上から 2

階の屋根のかわらが落ちてきたりして、かえって危な

いよ」とあとで人に言われたんですけど、その時は夢

中でした。

　私が寝ていた場所というのは、頭のほうにテレビが

置いてあって、足元には冷蔵庫が置いてありました。

　やっと揺れがおさまって、振り返って自分の部屋の

中を見たら、テレビと冷蔵庫が自分の寝ていた場所に

ドン、ドンと転がっていた

のです。

　それを見て、「逃げてよ

かったな」と思うと同時に、

「そんなところで寝ていちゃ

いけないな」と思いました。

（柏崎市 20代男性）

内閣府「一日前プロジェクト」エピソード No. ６

　そんなところで寝ていちゃ、ダメ！　「家具の配置に要注意」

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

新冠町奨学生募集のお知らせ

確定申告が始まります！（３月 17 日まで）

　今年も ｢所得税及び町民税・道民税 ｣の確定申

告相談を行います。確定申告は、昨年の１年間の

所得を算出し、税額を計算するものです。今年度

の申告期間は、２月 17 日から３月 17 日となりま

すので、必要な書類を早めに準備し、正しい申告

をしましょう。

申告に必要なもの

①印かん、源泉徴収票（給与所得者・年金受給者）

②帳簿書類（１年間の収支がわかるもの）

③各種控除を受ける方

・社会保険料控除、生命・地震・長期損害保険料

　控除、医療費控除（領収証）

・住宅借入金等特別控除（借入金年末残高証明書、

　家屋登記簿謄本、家屋契約書、本人の住民票）

・配偶者特別控除（配偶者の源泉徴収票など）

・還付の場合、本人の口座番号がわかるもの。

●問い合わせ先：

　税務課税務グループ賦課係　☎ 0146・47・2115

期日 曜日 対象地区 会　場 受付時間

２月 17 日 月
美宇・新和・太陽・里平 新和生活館

9時 30 分～ 13 時
東川・共栄 東川生活センター

18 日 火
新栄・泉・若園 新栄生活センター
朝日・緑丘・古岸 緑丘生活センター

19 日 水 節婦町（第１区～第４区）
節婦生活館 9時 30 分～ 15 時

20 日 木
節婦町（第５区～第７区）
大狩部

21 日 金 大富・万世・明和 万世生活センター 9時 30 分～ 13 時
24 日 月 本町 本町多目的交流センター 9 時 30 分～ 15 時
25 日 火 中央町

役場 101 会議室 9時 30 分～ 16 時26 日 水 北星町
27 日 木 東町
28 日 金 東泊津・西泊津・高江

 ３月３日

～ 17 日

月

～月

上記会場に来られなかった

方が対象です。

申告相談日程表

※夜間申告相談（会場：役場 101 会議室）

日中申告ができない人を対象に、３月３日（月）に

限り、17～ 19時の時間で夜間申告相談を行います。
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今月の一冊

黒田官兵衛は天下を狙ったのか

楠木 誠一郎／著

　秀吉、家康に警戒された稀代の軍

師・黒田官兵衛の野望の真実とは？

　備中高松城攻め、中国大返し…。

　軍師としての優れた采配を中心

に、時代の流れを敏感に察しながら

も波乱の生涯を送った官兵衛の生き

様を綴る。

「新着ガ イ ド」
またまたはーい！　　　　　　　　　　宮西　達也

情報は 1冊のノートにまとめなさい　　奥野　宣之

挫折を愛する　　　　　　    　　　　松岡　修造

20歳からの人生の考え方　　　　　  外山　滋比古

昭和二十五年最後の戦死者　　　　　　城内　康伸

わたしはマララ　　　　　　　マララ・ユスフザイ

企画立案の教科書　　　　　　　　　　　齊藤　誠

田舎の実家の片づけ方　　　　　　　　赤澤　健一

生物の大きさはどのようにして決まるのか　大島　靖美

ボケないための笑いヨガ　　　　　　　高田　佳子

陶芸の釉薬 336の色彩帖　　　　　誠文堂新光社編

昭和歌謡黄金時代　　　　　　　　　五木　ひろし

本当に「英語を話したい」キミへ　　　川島　永嗣

ノボさん　　　　　　　　　　　　　　伊集院　静

野心のすすめ　　　　　　　　　　　　林　真理子

山田和樹とオーケストラのとびらをひらく　山田　和樹

問い合わせ先

アニマル号（移動図書館車）運行日程

新冠町レ・コード館　図書プラザ
☎ 0146・45・7777

図書プラザのお知らせ・行事予定

☆イベントカレンダー
2 月 22 日（土）１3：30 ～　びっくり箱のおはなし会

2 月 25 日（火) １0：30 ～　あかちゃん絵本の読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザおはなしのへや

☆蔵書点検による休館のお知らせ

　図書プラザでは、下記の日程で蔵書点検を行い

ます。つきましては、期間中は休館となりますので、

ご迷惑をおかけ致しますが、皆さんのご理解とご

協力をよろしくお願い致します。また、休館中の

本の返却は、返却ポストをご利用ください。

蔵書点検期間(休館)：３月３日（月）～７日（金）

☆大活字本をご存知ですか？
　大活字本とは一般の書籍より文字が大きく、読

みやすいように行間も考慮されている図書のこ

とです。特に、一般的な書籍の文字が小さくて読

みにくい、という方にはおすすめです。

大活字本の文字サイズの例

例１  「①大活字本」

例２「①大活字本」
文字サイズは書籍によって異なります。

大きな文字での快適な読書をお楽しみください。

10：10 ～ 10：30　　　　　 朝日小学校

10：45 ～ 11：00　　新冠こたにがわ学園

10：10 ～ 10：30　　　　　 朝日小学校

15：05 ～15：35　　　　　　新冠小学校

15：40 ～ 15：55　　にこにこくらぶ（児童館）

16：00 ～ 16：30　認定こども園ド・レ・ミ

16：35 ～ 16：50　　あいあい荘（東町生活館）

10：10 ～ 10：30　　　　　 朝日小学校

11：00 ～ 11：20　　　　　　おうるの郷

10：45 ～ 11：00　　　　　　太陽郵便局

12：40 ～ 13：05　認定こども園ド・レ・ミ

15：05 ～ 15：35　　　　　　新冠小学校

15：40 ～ 15：55　　にこにこくらぶ（児童館）

16：00 ～ 16：15　　あいあい荘（東町生活館）

10：10 ～ 10：30　　　　　 朝日小学校

10：45 ～ 11：00　　新冠こたにがわ学園

2 月18 日

20 日

21 日

25 日

28 日

3 月  7 日

13 日 
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⑯

　
　
　

レ
・
コ
ー
ド
館

　

平
成
９
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
聴
体
験
文

化
交
流
館
（
愛
称
レ
・
コ
ー
ド
館
）」
は
、
大

ホ
ー
ル
、
研
修
室
、
シ
ア
タ
ー
、
図
書
プ
ラ
ザ
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
レ
・
コ
ー
ド
ホ
ー
ル
、
展

望
塔
な
ど
様
々
な
要
素
が
集
合
す
る
、
新
冠

の
文
化
発
信
拠
点
で
あ
る
。

　

「
レ
・
コ
ー
ド
と
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
催
し
物
が

多
く
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
新
冠
の
顔

と
も
い
え
る
施
設
で
あ
る
。

　
　

レ
・
コ
ー
ド
と

　
　
　
　

音
楽
の
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　

新
冠

※ふるさとカルタは、新冠町開町 130 年・町制施行 50 年記念事業の一環として作製したもので、読

み札の題材を「新冠郷土文化研究会」が選定し、そのお題に沿って「新冠俳句の会」が読み札語句を、

「新冠アトリエの会」が絵札を担当して作り上げた町民手作りのカルタです。

れ

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢

将来の夢は動物園の

仕事が将来の夢で

す。ぼくは動物がす

きでいろいろな動物

の世話をしたいから

です。

佐藤　飛鳥
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今月号は、老若男女誰でも楽しめる「新冠町ミニバレーボール協会」を紹介します。

○団体・サークル紹介○

【プロフィール】

　新冠町ミニバレーボール協会は、平成８年に

町内のミニバレー愛好家が集まって設立された

サークルです。現在の会員は 35 名で、年齢は

20 代から 60 代まで、男性と女性でほぼ半々の

会員が在籍しており、週１回、町民スポーツセ

ンターで活動を続けています。

　ミニバレーは、あらゆる年齢の人たちが気軽

に参加でき楽しめる生涯スポーツで、男女問わ

ず自分の体力に合わせて楽しめるスポーツです。

また、初心者でもすぐに試合に参加できるのも

特徴の一つです。

　サークル活動の中で一番大事にしていること

は、スポーツを通して、みんなで仲良く楽しく

健康増進を図ろうというもので、性別や世代を

超え、みんなで楽しめる活動を目指しています。

　定期練習のほかには、毎年ミニバレー大会を

開催しています。日高管内を対象とした大会は

年４回、新冠町民を対象とした大会は年２回開

催しており、２月９日には「Ｑカップ」が開かれ、

新冠町のほか、新ひだか町や浦河町から１５チー

ムが参加して熱戦が繰り広げられました。

　仕事などで、定期的な練習に来られない方で

も、大会にだけ参加することもできますので、

参加希望のある方は事務局までご連絡ください。

【活動内容】

　対　　象：18歳以上

　活動時間：毎週木曜日　19 時～ 21 時

　活動場所：町民スポーツセンター

【募集内容】

　健康増進のため、仲間作りのため、みんなで

一緒にミニバレーをしませんか？

　年齢、性別は問いません。見学は自由ですので、

興味のある方は、直接会場にお越しください。

　詳細のお問い合わせは、ミニバレーボール協

会事務局長渡辺（☎ 47-2953）までお問い合わ

せください。

人の

うごき

人　口　　5,771 人（前月比　－　３人）

　男　　　2,778 人（前月比　－　４人）

　女　　　2,993 人（前月比　＋　１人）

世　帯　　2,681世帯（前月比　－　２世帯）（平成 26 年 1 月末現在）

12月　●３日、北海道町村会理

事会（札幌市）●４日、新冠町民

生委員児童委員伝達式●５日、ひ

とり暮らしふれあい年越し会●６

日、日米共同方面隊指揮所演習研

修（千歳市）●９日、育成公社臨

時株主総会● 10 日、苫小牧民報

社謝恩会● 16 日、防犯協会歳末

防犯運動出陣式● 17 日、定例議

会（～ 20 日）● 28 日、新冠消防

団年末特別警戒陣中巡視

１月　●１日、氷川神社歳旦祭、

●６日、新冠支署連合出初式●７

日、交通安全祈願祭●９日、北海

道町村負担金等審議委員会（札幌

市）● 12 日、教育賞教育奨励賞

表彰式、農水新冠賞森みつ少年少

女文芸賞授与式、成人式、● 19

日、大狩部生活センター新築落成

式● 21 日、育成公社施設委員会、

ひだカフェ（新ひだか町）● 30 日、

日高町村会（浦河町）

小竹町長の動静＆まちのできごと :12・１月分


